
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　吸水性支持体上にインク受容層を有するインクジェット記録媒体において、インク受容
層が、平均粒子径０．５～２．０μｍの多孔質顔料、結着剤、及び、ＨＬＢ値が１０．０
以上１５．０以下の界面活性剤を含有し、且つ、該界面活性剤はインク受容層の１０～３
０質量％含有し、インク受容層の乾燥塗布量が０．２～１．０ｇ／ｍ 2の範囲で設けたこ
とを特徴とするインクジェット記録媒体。
【請求項２】
　吸水性支持体がＪＩＳ－Ｐ８１２８による灰分値が５％未満の紙類である請求項１記載
のインクジェット記録媒体。
【請求項３】
インク受容層は、０．５～２．０μｍの多孔質顔料を５０～８５質量％含有する請求項１
又は２に記載のインクジェット記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、記録媒体上に水性インクを用いて記録するインクジェット記録方式に関し、
特にファンシーペーパーや新聞紙等の校正用紙など、基材の風合いを損なわず、高精細な
画像の再現性に優れ、印字定着性の良好なインクジェット記録媒体を提供する。
【背景技術】

10

20

JP 3960297 B2 2007.8.15



【０００２】
　水性インクを用いるインクジェット記録方式は、記録時の騒音が少なく、カラー化が容
易であること、高速記録が可能であること等の理由から、端末用プリンタ、ファクシミリ
、ＰＯＳ、あるいは帳票印刷などへの応用が進められている。一般の印刷に使用される上
質紙やコーテッド紙はインクの吸収性が劣るために印字されたインクが長時間、紙表面に
乾燥せずに残り、装置や連続して印字されたシートを汚染したり画像が汚れたりするため
実用性に乏しい。こうした問題を解決するために、サイズ度の低い記録紙を用いること（
例えば、特開昭５２－５３０１２号公報）や尿素－ホルマリン樹脂を内添した原紙に水溶
性高分子を含浸させる（例えば、特開昭５３－４９１１３号公報）といった提案がなされ
ている。
【０００３】
　一方、装置の高速化、高精細化あるいはフルカラー化など、インクジェット記録装置の
性能の向上や用途の拡大にともない、記録媒体にも高度な特性が要求されるようになり、
インクドットの濃度が高く、色調が鮮明であること、インクの吸収が早くドットが重なっ
た場合でもインクの流れ出しや滲みを生じないこと。インクドットの周辺への拡散が必要
以上に大きくならず、かつドットの形状が滑らかでぼやけない性能が要求される。
【０００４】
　記録に使用されるインクは水溶性染料を使った水性インクが多く、記録媒体上に形成さ
れた画像に水などがかかった場合、染料が再溶解して滲み出し、記録物の価値を損なうの
を防止するために、金属の水溶性塩を記録面に付与するもの（特開昭５５－５３５９１号
公報）、ポリカチオン高分子電解質を記録媒体表面に含有せしめるもの（特開昭５６－８
４９９２号公報）、また、インク中の染料とレーキを形成する耐水化剤を付与するもの（
特開昭５５－１５０３９６号公報）などの技術が提案されている。さらに優れた耐水性、
耐光性を得る目的で、特定の分子構造を持つ耐水化剤を選択するもの（特開昭５９－３３
１７６号公報、特開昭６０－４９９９０号公報、特開昭６１－５８７８８号公報等）も多
数提案されている。また、水酸化第４アンモニウムの選択による耐光性の改善をしたもの
（特開昭５９－１９８１８７号公報）等も提案されている。一方、カチオン系の界面活性
剤を内添、塗布などの方法により基材に適用することにより解像度・耐水性を改善するこ
ともできる（特開昭５６－９９６９３号公報）。
【０００５】
　また、優れた印字性能を得る為に、例えば表面に無定形シリカを始めとする種々の多孔
質無機顔料類を塗布した記録用紙（特許文献１、特許文献２等）が提案されており、ドッ
ト径やドット形状、ドット濃度や色調の再現性を改善している。こうした多孔質無機顔料
の特性を選択する技術は多数開示されている。
【０００６】
　上記の様な多孔質顔料類を塗布した記録用紙においては、所期の印字性能を得るために
は、多孔質無機顔料の特性とともに、塗布量の設定が重要な要因であり、一般的な目的に
は５ｇ／ｍ 2程度以上の塗布量が用いられるが、この場合には用紙の表面は多孔質顔料に
よって被覆される為、艶消し調になってしまい、基材の風合いを活かした多様な記録媒体
を形成することができなかった。
【０００７】
　普通紙の風合いを残す為に、塗布量を小さい値に調節する技術としては、塗布量１～３
ｇ／ｍ 2とし、且つ記録層表面の臨界表面張力を３２ダイン～４２ダインの間に調節する
ことにより電子写真用転写紙としての適性を付与したものがある（例えば特許文献３）が
、特にファンシーペーパーや新聞紙等の校正用紙など、風合いをより重視する基材を用い
る場合には、風合いを残す為にインク受容層の塗布量がより小さいことが望ましい。好ま
しい塗布量としては１．０ｇ／ｍ 2未満であるが、一般にインク吸収性も低下する為、イ
ンクジェット記録適性は悪化する傾向にある。そこで、基材原紙のブリストゥ吸水度を規
定することにより、水性インクによる印字適性と普通紙の外観を有する記録媒体を得るも
の（例えば、特許文献４）があり、塗布量は０．５～５ｇ／ｍ 2の範囲で選ぶことができ
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るが、基材は任意のものを選ぶことはできないという問題点が有った。
【０００８】
　また、印刷校正用紙として、界面活性剤により分散された着色顔料をインク受容層に有
するインクジェット用紙が紹介されているが（例えば特許文献５、特許文献６）、着色顔
料をインク受容層に含有させることによって、色調は基材のものを再現できるが、界面活
性が顔料を分散させる目的でのみ使用されている為、良好なインク吸収性能を現出する為
には、インク受容層の膜厚が５μｍ以上、好ましくは１０μｍ以上必要になり、基材の質
感は再現できない。
【特許文献１】特開昭５５－５１５８３号公報
【特許文献２】特開昭５６－１４８５８５号公報
【特許文献３】特開２００２－４６３４３号公報
【特許文献４】特開平４－４９０８６号公報
【特許文献５】特開２００２－２９２９９１号公報
【特許文献６】特開２００２－２２５４２６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は、インクジェットプリンター等のインクジェット記録方式において、本発明は
、特に基材の質感や色調を損なうことなく、インク吸収能力に優れ、高品位の画像をプリ
ントすることができ、印字濃度が高く、にじみがないインクジェット記録用シートを提供
するものである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、以下の各発明を包含する。
（１）吸水性支持体上にインク受容層を有するインクジェット記録媒体において、インク
受容層が平均粒子径０．５～２．０μｍの多孔質顔料、結着剤、及び、ＨＬＢ値が１０．
０以上１５．０以下の界面活性剤を含有し、且つ、該界面活性剤はインク受容層の１０～
３０質量％含有し、インク受容層の乾燥塗布量が０．２～１．０ｇ／ｍ 2の範囲で設けら
れていることを特徴とするインクジェット記録媒体。
【００１１】
　（２）吸水性支持体が、ＪＩＳ－Ｐ８１２８による灰分値が５％未満の紙類であること
を特徴とする、（１）項記載のインクジェット記録媒体。
【００１２】
　上記（１）項及び（２）項のインクジェット記録媒体におけるインク受容層は、０．５
～２．０μｍの多孔質顔料を５０～８５質量％程度、結着剤を１０～４５質量％含有する
ことが好ましい。
【発明の効果】
【００１３】
　上記本発明は、印字濃度、印字精細性、基材の風合い再現性が共に優れたインクジェッ
ト記録媒体を提供するものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　本発明のインクジェット記録媒体のインク受容層は、多孔質顔料として、多孔性でイン
クの吸収性が高く、且つ鮮明な発色を可能とする顔料を含有することが好ましい。このよ
うな顔料としては、合成シリカ、ゼオライト、炭酸カルシウム、珪酸カルシウム、水酸化
アルミニウム、焼成クレー、カオリン、クレー、タルク、ホワイトカーボン、有機顔料（
プラスチックピグメント）等や、一般に紙塗工に用いられている顔料が例示できるが、イ
ンク吸収性が良好な為、特に合成シリカを用いることが好ましい。
【００１５】
　顔料の平均粒子径は０．５～２．０μｍのものが好ましい。平均粒子径は０．５μｍ未
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満であるとインク吸収速度が低下し、印字ニジミが発生する。また、本発明では基材の風
合いを残す目的でインク受容層の塗工量を１．０ｇ／ｍ 2以下にしている為、平均粒子径
２．０μｍを超えると塗工したインク受容層から顔料（例えばシリカ粒子）が突出し、イ
ンク受容層表面がザラツイた感触になり、基材の風合いを再現できない。
【００１６】
　顔料の使用比率は限定しないが、受容層固形分の５０～８５質量％程度である。５０％
未満ではインク吸収性が不十分となり、８５％を超えるとインク受容層の強度の低下が懸
念される。
【００１７】
　インク受容層における界面活性剤としては、非イオン性界面活性剤、カチオン性界面活
性剤、アニオン性界面活性剤、両性界面活性剤が例示できるが、非イオン性界面活性剤の
使用が好ましい。具体的には、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、オキシエチレンオ
キシプロピレンブロックコポリマー、糖アルコール脂肪酸エステル、ポリオキシエチレン
糖アルコール脂肪酸エステル、脂肪酸モノグリセリド、ポリオキシエチレンアルキルアミ
ン、モノアルキルトリメチルアンモニウムクロリド、ジアルキルジメチルアンモニウムク
ロリド、塩化ベンザルコニウムあるいはこれらの混合物が例示でき、この中でＨＬＢ値が
１０．０以上１５．０以下のものを使用する。ＨＬＢ値が１０．０未満であると充分なイ
ンク吸収速度が得られず、ＨＬＢ値が１５．０を超えるとインクジェット記録用紙のＺ軸
方向にインクが吸収されると同時にＸＹ方向にもインクが広がり、結果としてニジミが発
生する。これらの界面活性剤を使用することにより、少ない塗工量で良好なインク吸収性
能が得られる。
【００１８】
　界面活性剤の使用比率は、受容層固形分の１０～３０質量％程度である。１０％未満で
はインク吸収性能が不十分となり、３０％を超えるとインク受容層の強度の低下が懸念さ
れる。
【００１９】
　インク受容層における結着剤としては、ポリビニルアルコールおよびカチオン性ポリビ
ニルアルコール、シリル変性ポリビニルアルコール等のポリビニルアルコール誘導体、ポ
リビニルピロリドン、カゼイン等の蛋白質、澱粉及びその誘導体、スチレンーブタジエン
共重合体、メチルメタクリレート－ブタジエン共重合体等の共役ジエン系重合体ラテック
ス、アクリル酸エステルおよびメタクリル酸エステルの重合体又は共重合体等のアクリル
系重合体ラテックス、エチレン－酢酸ビニル共重合体、エチレン－塩化ビニル共重体等の
ビニル系重合体ラテックス、あるいはこれらの各種重合体のカルボキシル基、カチオン性
基等の官能基含有変成重合体ラテックス、メラミン樹脂、尿素樹脂等の合成樹脂系の水性
接着剤、無水マレイン酸共重合樹脂系、ポリアクリルアミド系、ポリメチルメタクリレー
ト系、ポリウレタン樹脂系、不飽和ポリエステル樹脂系、ポリビニルブチラール系、アル
キド樹脂系等の合成樹脂系接着剤などの高分子が、顔料又は基材との接着性が良く、かつ
水性インクとの親和性が良いため、吸液性を向上させるので、好ましく用いられる。
【００２０】
　インク受容層における接着剤の使用比率も限定しないが、受容層固形分の１０～４５質
量％程度、好ましくは１０～４０質量％である。１０％未満では接着力が不十分となり、
受容層の強度の低下が懸念される。一方、４５％を超えると接着力は大きくなるものの、
顔料の使用比率が低下し、前記したようにインクの吸収性に問題が生じる場合もある。
【００２１】
　また、水性インクでの印字画像の耐水性を向上させる目的で、ポリジアリルジメチルア
ンモニウム系樹脂、ポリエチレンイミン系樹脂、ポリアミン系樹脂、ポリアミド系樹脂、
ポリアミドエピクロルヒドリン系樹脂、ポリアミンエピクロルヒドリン系樹脂、ポリアミ
ドポリアミンエピクロルヒドリン系樹脂、ポリジアリルアミン系樹脂、ジシアンジアミド
縮合物等のカチオン系高分子化合物を適宣用いることができる。
【００２２】
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　さらに必要に応じて、顔料分散剤、増粘剤、消泡剤、抑泡剤、発泡剤、離型剤、浸透剤
、湿潤剤、熱ゲル化剤、滑剤、その他当該技術分野で公知の各種助剤を使用できる。
【００２３】
　本発明のインクジェット記録媒体における吸水性支持体としては、インクの溶媒を吸収
する機能を有する支持体であればよく、例えば、抄紙用パルプに必要に応じてシリカ、タ
ルク、カオリン、焼成カオリン、炭酸カルシウム等の填料を添加し、酸性あるいは中性抄
紙で通常行われている方法により調製した紙類や、乾式あるいは湿式の不織布類などが例
示できる。紙類の場合、ＪＩＳ－Ｐ８１２８による灰分値が８％未満が好ましく、５％未
満であることがより好ましい。灰分値が多くなると実用上問題の無いもののインク吸収性
能が若干低下する傾向にある。
【００２４】
　これらの吸水性支持体上に、上記インク受容層を塗設する手段としては、サイズプレス
、ゲートロール、ロールコーター、バーコーター、グラビアコーター、エアナイフコータ
ー、ロッドブレードコーター、ブレードコーター、ダイコーター、或いはカーテンコータ
ーなど、通常使用されている塗工手段から適宜選択することができる。
【００２５】
　インク受容層の塗工量は、０．２～１．０ｇ／ｍ 2である。０．２ｇ／ｍ 2未満では、充
分なインク吸収性能が得られず、１．０ｇ／ｍ 2を超えるとでは、インク受容層が支持体
を覆ってしまう為、支持体の風合いを再現できない。
【００２６】
　本発明のインクジェット記録媒体に対して使用される水性インクは、染料として水溶性
直接染料及び水溶性酸性染料のうち少なくとも１種を含有し、この他に適宜、湿潤剤、染
料溶解剤、防腐剤、防黴剤等を含有する。水溶性直接染料としては、ＣＩ．ダイレクトブ
ラック、ＣＩ．ダイレクトイエロー、ＣＩ．ダイレクトブルー、ＣＩ．ダイレクトレッド
等が挙げられ、水溶性酸性染料としては、ＣＩ．アシッドブラック、ＣＩ．アシッドイエ
ロー、ＣＩ．アシッドブルー、ＣＩ．アシッドレッド等を挙げることができるが、必ずし
もこれらに限定するものではない。
【実施例】
【００２７】
　以下に実施例を挙げて本発明をより具体的に説明するが、もちろん、これらの例に限定
されるものではない。なお、実施例における部数及び％は質量部及び質量％を意味する。
【００２８】
　実施例１
「インクジェット紙用塗工原紙の作成（吸水性支持体の作成）」
濾水度４５０ｍｌｃｓｆのＬＢＫＰ９０部に濾水度４８０ｍｌｃｓｆのＮＢＫＰ１０部を
混合し、炭酸カルシウムを４部、アルキルケテンダイマー０．１部、カチオン系ポリ（メ
タ）アクリルアミド０．０５部、カチオン化デンプン１部、硫酸バンド０．５部を添加し
、坪量１１０ｇ／ｍ 2の原紙を長網抄紙機で抄造し、２％のデンプン溶液を片面当たりの
乾燥後塗布量が０．４ｇ／ｍ 2になるようにサイズプレス装置で塗布、乾燥し、ＪＩＳ－
Ｐ８１２８による灰分値が３．８％のインクジェット紙用塗工原紙を得た。
【００２９】
　「インクジェット記録媒体の作成（インク受容層の形成）」
無定形シリカ顔料〔商品名：サイリシア３１０；富士シリシア（株）製、粒子径１．４μ
ｍ〕５５部を、水６００部中に分散し、これに結着剤としてポリビニルアルコール〔商品
名：クラレポバールＰＶＡ－１１７，（株）クラレ製〕１０％水溶液２００部、カチオン
性樹脂〔商品名：ユニセンスＣＰ１０３、センカ（株）製〕１０部、界面活性剤としてポ
リオキシアルキレンアルキルエーテル〔商品名：ノイゲンＥＴ－１４３　第一工業製薬（
株）、ＨＬＢ値１２．１〕１５部を添加しインク受容層用塗液とした。この塗液を上記の
インクジェット紙用塗工原紙に乾燥後の塗布量が０．５ｇ／ｍ 2になるようにメイヤ・バ
ーを用いて塗布乾燥した後、スーパーカレンダー処理を行ってインクジェット記録媒体を
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得た。
【００３０】
　実施例２
「インクジェット紙用塗工原紙の作成（吸水性支持体の作成）」
実施例１と同様にしてインクジェット紙用塗工原紙を得た。
「インクジェット記録媒体の作成（インク受容層の形成）」
ポリオキシエチレンラウリルエーテル〔商品名：ノイゲンＥＴ－１４３　第一工業製薬（
株）、ＨＬＢ値１２．１〕１５部の代わりにポリオキシエチレンラウリルエーテル〔商品
名：ノイゲンＥＴ－１０２　第一工業製薬（株）、ＨＬＢ値１０．８〕１５部を使用した
以外は、実施例１と同様にしてインクジェット記録媒体を得た。
【００３１】
　実施例３
「インクジェット紙用塗工原紙の作成（吸水性支持体の作成）」
実施例１と同様にしてインクジェット紙用塗工原紙を得た。
「インクジェット記録媒体の作成（インク受容層の形成）」
ポリオキシエチレンラウリルエーテル〔商品名：ノイゲンＥＴ－１４３　第一工業製薬（
株）、ＨＬＢ値１２．１〕１５部の代わりにポリオキシエチレンアルキルエーテル〔商品
名：ノイゲンＥＴ－１６５　第一工業製薬（株）、ＨＬＢ値１４．５〕１５部を使用した
以外は、実施例１と同様にしてインクジェット記録媒体を得た。
【００３２】
　比較例１
「インクジェット紙用塗工原紙の作成（吸水性支持体の作成）」
実施例１と同様にしてインクジェット紙用塗工原紙を得た。
「インクジェット記録媒体の作成（インク受容層の形成）」
ポリオキシエチレンラウリルエーテル〔商品名：ノイゲンＥＴ－１４３　第一工業製薬（
株）、ＨＬＢ値１２．１〕１５部の代わりにポリオキシエチレンラウリルエーテル〔商品
名：ノイゲンＥＴ－８３　第一工業製薬（株）、ＨＬＢ値６．４〕１５部を使用した以外
は、実施例１と同様にしてインクジェット記録媒体を得た。
【００３３】
　比較例２
「インクジェット紙用塗工原紙の作成（吸水性支持体の作成）」
実施例１と同様にしてインクジェット紙用塗工原紙を得た。
「インクジェット記録媒体の作成（インク受容層の形成）」
ポリオキシエチレンラウリルエーテル〔商品名：ノイゲンＥＴ－１４３　第一工業製薬（
株）、ＨＬＢ値１２．１〕１５部の代わりにポリオキシエチレンラウリルエーテル〔商品
名：ノイゲンＥＴ－１９０　第一工業製薬（株）、ＨＬＢ値１６．５〕１５部を使用した
以外は、実施例１と同様にしてインクジェット記録媒体を得た。
【００３４】
　比較例３
「インクジェット紙用塗工原紙の作成（吸水性支持体の作成）」
実施例１と同様にしてインクジェット紙用塗工原紙を得た。
「インクジェット記録媒体の作成（インク受容層の形成）」
ポリオキシエチレンラウリルエーテル〔商品名：ノイゲンＥＴ－１４３　第一工業製薬（
株）、ＨＬＢ値１２．１〕５部使用し、無定形シリカ顔料〔商品名：サイリシア３１０；
富士シリシア（株）製、粒子径１．４μｍ〕７５部使用した以外は、実施例１と同様にし
てインクジェット記録媒体を得た。
【００３５】
　「インクジェット紙用塗工原紙の作成（吸水性支持体の作成）」
実施例１と同様にしてインクジェット紙用塗工原紙を得た。
「インクジェット記録媒体の作成（インク受容層の形成）」
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ポリオキシエチレンラウリルエーテル〔商品名：ノイゲンＥＴ－１４３　第一工業製薬（
株）、ＨＬＢ値１２．１〕３５部使用し、無定形シリカ顔料〔商品名：サイリシア３１０
；富士シリシア（株）製、粒子径１．４μｍ〕４５部使用した以外は、実施例１と同様に
してインクジェット記録媒体を得た。
【００３６】
　実施例４
「インクジェット紙用塗工原紙の作成（基材の作成）」
実施例１と同様にしてインクジェット紙用塗工原紙を得た。
「インクジェット記録媒体の作成（インク受容層の形成）」
無定形シリカ顔料〔商品名：サイリシア３１０；富士シリシア（株）製、粒子径１．４μ
ｍ〕７５部を無定形シリカ顔料〔商品名：サイロジェット７１０Ｃ；グレースデビソン（
株）製、粒子径１．０μｍ〕へ変更した以外は、実施例１と同様にしてインクジェット記
録媒体を得た。
【００３７】
　実施例５
「インクジェット紙用塗工原紙の作成（基材の作成）」
実施例１と同様にしてインクジェット紙用塗工原紙を得た。
「インクジェット記録媒体の作成（インク受容層の形成）」
無定形シリカ顔料〔商品名：サイリシア３１０；富士シリシア（株）製、粒子径１．４μ
ｍ〕を無定形シリカ顔料〔商品名：サイリシア３５０；富士シリシア（株）製、粒子径１
．８μｍ〕へ変更した以外は、実施例１と同様にしてインクジェット記録媒体を得た。
【００３８】
　比較例５
「インクジェット紙用塗工原紙の作成（基材の作成）」
実施例１と同様にしてインクジェット紙用塗工原紙を得た。
「インクジェット記録媒体の作成（インク受容層の形成）」
無定形シリカ顔料〔商品名：サイリシア３１０；富士シリシア（株）製、粒子径１．４μ
ｍ〕を無定形シリカ顔料〔商品名：サイロジェット７０３Ｃ；グレースデビソン（株）製
、粒子径０．３μｍ〕へ変更した以外は、実施例１と同様にしてインクジェット記録媒体
を得た。
【００３９】
　比較例６
「インクジェット紙用塗工原紙の作成（基材の作成）」
実施例１と同様にしてインクジェット紙用塗工原紙を得た。
「インクジェット記録媒体の作成（インク受容層の形成）」
無定形シリカ顔料〔商品名：サイリシア３１０；富士シリシア（株）製、粒子径１．４μ
ｍ〕を無定形シリカ顔料〔商品名：サイリシア４４０；富士シリシア（株）製、粒子径３
．５μｍ〕へ変更した以外は、実施例１と同様にしてインクジェット記録媒体を得た。
【００４０】
　実施例６
「インクジェット紙用塗工原紙の作成（基材の作成）」
濾水度４５０ｍｌｃｓｆのＬＢＫＰ９０部に濾水度４８０ｍｌｃｓｆのＮＢＫＰ１０部を
混合し、炭酸カルシウムを１０部、アルキルケテンダイマー０．１部、カチオン系ポリ（
メタ）アクリルアミド０．０５部、カチオン化デンプン１部、硫酸バンド０．５部を調製
し、坪量１１０ｇ／ｍ 2の原紙を長網抄紙機で抄造し、２％のデンプン溶液を片面当たり
の乾燥後塗布量が０．４ｇ／ｍ 2になるようにサイズプレス装置で塗布、乾燥し、ＪＩＳ
－Ｐ８１２８による灰分値が９．０％のインクジェット紙用塗工原紙を得た。
【００４１】
　比較例７
「インクジェット紙用塗工原紙の作成（基材の作成）」
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実施例１と同様にしてインクジェット紙用塗工原紙を得た。
「インクジェット記録媒体の作成（インク受容層の形成）」
塗工量を０．１ｇ／ｍ 2にした以外は、実施例１と同様にしてインクジェット記録媒体を
得た。
【００４２】
　比較例８
「インクジェット紙用塗工原紙の作成（基材の作成）」
実施例１と同様にしてインクジェット紙用塗工原紙を得た。
「インクジェット記録媒体の作成（インク受容層の形成）」
塗工量を１．３ｇ／ｍ 2にした以外は、実施例１と同様にしてインクジェット記録媒体を
得た。
【００４３】
　得られたインクジェット記録媒体について印字濃度、印字精細性、印字定着性、印字耐
水性を評価した結果を表１に示す。
【００４４】
　「評価」
１．評価印字
市販のカラーインクジェットプリンタ　ヒューレットパッカード社デザインジェット１０
５５ＣＭを使用し、黒、シアン、マジェンタ、イエローの単色及びレッド、グリーン、ブ
ルーの重色べた及び細線の画像を印字した。
【００４５】
　２．印字画像濃度
マクベス反射濃度計ＲＤ９１４を使用し、ヒューレットパッカード社デザインジェット１
０５５ＣＭで印字した、黒、シアン、マジェンタ、イエローの単色べた画像印字部の反射
濃度を測定した。
【００４６】
　３．輪郭ニジミ
ヒューレットパッカード社デザインジェット１０５５ＣＭで白紙部に独立して印字したシ
アン１００％とマゼンタ１００％の２００％重色印字部分のにじみを官能評価した。
評価基準
◎：優れている。
○：良好。
△：やや劣る。
×：劣る。
【００４７】
　４．境界ニジミ
ヒューレットパッカード社デザインジェット１０５５ＣＭでシアン１００％とマゼンタ１
００％の２００％重色印字部とシアン１００％とイエロー１００％の２００％印字部が接
するように印字し、その境界部分のにじみを官能評価した。
評価基準
◎：優れている。
○：良好。
△：やや劣る。
×：劣る。
【００４８】
　５．基材の再現性
作製されたインクジェット記録用紙と基材を比較して目視で判定した。
評価基準
◎：優れている。
○：良好。
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△：やや劣る。
×：劣る。
××：非常に劣る。
【００４９】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【産業上の利用可能性】
【００５０】
　本発明は、基材の風合いを損なわず、画像の再現性に優れ、印字定着性の良好なインク
ジェット記録媒体であるので、校正用紙用としてだけでなく、これまでインクジェット記
録適性を有さないファンシーペーパーなどを支持体とした記録紙等、さまざまな風合いの
記録紙を提供することができる。
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